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断

熱i

理
事
の
追
加
選
任

　
さ
る
四
月
二
十
八
日
開
催
の
評
議
員
会
に

お
き
ま
し
て
、
新
た
に
、
本
会
理
経
丁
と
し
て

　
今
津
　
晃
氏
（
京
都
大
学
文
学
教
授
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
　
（
現
任
理
事
は
計
二

十
五
名
と
な
り
ま
す
。
）

右
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

会

報

史
学
研
究
会
例
会

　
五
冊
月
六
日
　
（
土
）
　
午
後
一
意
・
よ
・
り

　
於
京
大
文
学
部
第
一
講
義
室

現
代
史
の
叙
述
に
つ
い
て
　
　
　
　
今
津
　
晃
氏

　
（
発
表
内
容
は
、
論
文
と
し
て
、
近
く
本
誌
に

　
掲
載
予
定
）

　
六
月
三
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

臨
地
講
演
　
ふ
す
ま
絵
観
賞
講
師
武
田
恒
夫
氏

　
大
徳
寺
聚
光
院
・
西
本
願
寺
書
院
・
岡
飛
雲
閣

　
・
大
覚
寺
を
バ
ス
に
て
巡
回
七
、
京
都
國
立
博

　
物
館
の
武
田
恒
夫
氏
の
懇
切
な
解
説
の
も
と
に

　
観
賞
し
た
。
桃
山
時
代
の
障
羅
画
に
は
、
近
時

　
恥
し
い
見
解
が
蓑
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
武
田

氏
は
最
新
学
説
を
懇
切
に
紹
介
さ
れ
た
。

日
時

例
会
予
告

昭
和
四
二
年
十
月
七
臼
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
よ
り

場
所
　
京
都
大
学
文
学
部
第
一
講
義
室

フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
学
そ
の
他

　
　
　
　
　
講
師
　
羽
田
　
明
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

委
員
会
だ
よ
り

◇
五
〇
巻
闘
号
を
お
と
ど
け
い
た
し
ま
す
。
本
年

　
度
史
学
研
究
会
大
会
は
、
別
弧
所
報
の
通
り
、

　
来
る
十
一
月
一
日
・
二
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
第
一
臼
の
見
学
会
は
、
近
江
湖
東
に
コ
ー
ス
を

　
と
り
ま
し
た
。
ど
の
晃
学
箇
所
も
、
史
学
研
究

　
会
と
し
て
は
は
じ
め
て
の
所
で
す
。
な
お
賎
力

　
播
は
、
万
一
雨
天
の
節
は
中
止
し
、
代
り
に
當

　
永
の
観
音
堂
を
見
学
す
る
予
定
で
す
。
見
学
会

　
は
、
先
着
五
〇
名
様
に
て
し
め
き
ら
せ
て
い
た

　
だ
き
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
畢
い
目
に
お
申
込

下
さ
い
。

　
第
二
臼
大
会
は
、
來
京
か
ら
下
村
教
授
が
、
京

　
都
か
ら
は
前
理
事
長
田
村
教
授
が
講
演
さ
れ
ま

　
す
。
多
数
御
参
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
待
ち

　
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
講
演
の
あ
い
間
に
会
員
総
会
を
開
催
い
た

　
し
ま
す
。
本
会
の
講
書
に
つ
き
、
有
益
な
ご
意

　
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

◇
同
時
に
關
四
催
い
た
し
ま
す
読
史
会
・
劇
痛
史
談

　
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
の
各
大
会
は
、
本
年
は
、

　
恒
例
の
十
一
月
三
日
に
は
京
都
大
学
創
立
七
十

　
周
年
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
十
一

　
月
四
日
と
な
り
ま
し
た
。
お
閥
違
な
き
よ
う
。

　
な
お
こ
の
三
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
十
月
下
旬

　
に
発
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
含
み
お
き
．
T
さ

　
い
。一
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史

発
行
人

糞
騰
灰

定
価
三
〇
〇
円

　
林
　
　
（
第
五
〇
巻
第
四
丹
）

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

東
都
大
掌
文
学
部
内

　
史
　
　
学
　
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
振
讐
京
都
五
一
五
五
番

　
理
事
長
　
小
葉
田
　
淳

　
京
都
布
一
叢
区
藤
七
条
卿
勝
ノ
内
中
町
五
〇

　
中
村
印
劇
株
式
会
社
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史
学
研
究
会
大
会
　
　
予
告

左
記
日
程
に
よ
り
、
昭
和
四
十
二
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
の
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
多
数
ご
参
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

◇
十
一
月
網
日
（
水
）
午
前
八
時
半
～
午
後
五
時
半

　
《
見
学
会
》
　
湖
　
東
　
探
　
訪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
地
講
師
　
　
撚
都
大
欝
　
柴
　
　
田
　
　
実
　
氏

　
賎
力
岳
・
本
願
寺
長
浜
別
院
・
金
剛
輪
寺
・
永
源
寺
（
．
ハ
ス
に
て
巡
回
）

　
＊
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
会
費
七
〇
〇
円
を
そ
え
て
、
前
も
っ
て
お
中
込
下
さ
い
。
先
薪
五
〇
名
に
て
締
切
。
な
お
見
学
場
所
は
都
合
に
よ

　
　
り
一
部
変
更
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
、
お
含
み
お
き
下
さ
い
。

◇
十
一
月
二
日
（
木
）
午
後
一
時
～
四
時
　
　
　
　
　

於
京
都
大
学
楽
友
会
館

史
学
研
究
会
大
会
及
び
会
員
総
会

濁
日
本
近
代
史
の
諸
問
題

講
　
ア
ジ
ア
の
歴
史
世
界
と
唐
の
性
格

（　
＊
会
員
総
会
は
下
村
氏
の
講
演
終
了
後
開
催
、

◇
十
一
月
四
日
（
土
）
　
午
前
九
時
よ
り

　
　
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
　
各

　
＊
右
三
学
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
十
月
下
旬
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
＊
各
大
会
出
席
の
た
め
出
張
依
頼
状
の
ご
入
用
の
方
は
、
当
会
迄
お
申
出
下
さ
い
。

会
　
員
　
各
　
位

教京教棄
　都　京
大　 大

授学授学

大
　
会

下
村
冨
士
男
氏

田
　
村
　
実
　
造
　
氏

史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会
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